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議題１ 令和４年度の環境教育・環境学習事業について 

 

本日、ご議論していただきたいこと 

 令和４年度に環境部ゼロカーボン推進課が実施予定の「環境教育・環境学習事業」について、

実施予定の事業への助言及び新規に実施すべき事業がございましたら、ご意見をいただきたいと

考えています。 

 

１ 事業の目的 

「横須賀市環境基本計画 2030」の基本目標の１つに『環境教育・環境学習』を掲げることか

ら、環境教育・環境学習に関する取り組みをさらに推進していく。 

 

「横須賀市環境基本計画 2030」 

基本目標５ 環境にやさしい社会の担い手を育むまちをめざします 

施策の柱Ⅰ 環境教育・環境学習の推進体制づくり 

施策の柱Ⅱ 環境教育・環境学習の機会の充実 

 

２ 事業概要 

  令和４年度環境教育推進事業費（ゼロカーボン推進課） 1,740千円 

※市議会３月定例会での予算の議決を経て事業実施予定 

 

（１） 環境教育・環境学習の推進体制づくり 

①環境教育指導者等派遣事業（よこすか環境教室） 

学校や市民の自主的な環境教育・環境学習や環境保全活動等を支援するため、専門的な

知識や経験を有する市民ボランティア・市内活動団体・市内企業等を、小中学校や町内会

等へ派遣する。 

ア 環境教育指導者登録者一覧（別紙参照） 

  令和３年度新規登録 

  ・市民ボランティア ５人（指導者１人、補助指導者４人） 

  ・市内企業 １団体（予定）注１ 

イ 令和３年度の派遣実績 

  ・小学校 ５校  

学校ビオトープや身近な自然、水環境と、校内で学習できる派遣依頼があった。 

市立保育園は感染防止のため、講師派遣の実施なし。 

ウ 令和４年度の課題 

市民ボランティアについて、現在の補助指導者を対象に、県環境科学センターが

実施する「環境学習リーダー養成講座」への参加を促し、環境学習リーダーとして

指導者登録できるよう、市が交通費を負担するよう予算を要求したが、財務当局の

査定により予算化は見送りとなった。 
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市内企業等については、「市内に事業所・事務所（支店等を含む）を置く」として

いるが、講師（テーマ）の増は市民サービスの向上に寄与することから、実施要領

を改正する注 1ことを検討している。 

引き続き、新たな指導者の登録に向け、潜在的環境活動者・団体の掘り起しや新

規募集を行う。 

②「（仮称）環境教育・環境学習推進懇話会」 

令和４年度から、「環境教育・環境学習ネットワーク会議」に変わる新たな組織として、

市域の環境教育・環境学習を推進するために、各主体が連携・協働し事業を実施する。 

③環境ポスターコンクールの実施 

市内企業等の協賛をいただき、市内の小中学生を対象に環境をテーマとした作品を募集

する。コンクール形式で実施し、よこすか環境表彰式で表彰する。 

 

（２） 環境教育・環境学習の機会の充実 

①よこすか環境表彰式 

環境活動団体や学校等の環境に関する取り組みを紹介及び表彰を行う。 

※令和４年度は令和５年１月に開催予定 

②横須賀いいね★エコ活動賞 

市内で環境活動を行い顕著な功績があると認められる団体等を顕彰する制度で、一般の 

部、学校短期活動の部、功労賞の区分ごとに表彰を行う。 

※令和４年度は、学校短期活動の部、功労賞を表彰対象として実施予定 

③環境体験事業（猿島自然観察会） 

猿島をフィールドとした校外活動として、小学生を対象に遠足や総合的な学習の時間を 

活用した環境体験学習を実施する。 

④環境月間の啓発 

６月の環境月間に、環境パネル展や懸垂幕の掲出、Coaska Bayside Storesで「環境月間 

啓発イベント」を開催する。 

⑤巡回環境パネル展 

小中学校や市内施設等で環境に関連したパネルを展示し､意識啓発を行う。 

  ⑥冊子「よこすかのかんきょう」の製作 

横須賀市の環境に特化した資料を用い、環境学習の児童向け副読本（主に小学校５年生

向き）を作成し、希望のある学校に配付する。 


